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計画の骨子（素案） 
 
 
第１ 歴史認識 
 
１ アイヌ民族の先住民族としての歴史 
２ 場所請負制、近代化と同化政策による打撃（近世・近代） 
  
 
第２ 現状認識 
 
１ アイヌ民族の生活・教育等の状況 
  北海道を中心とする生活関連施策 
  一般市民との格差：生活保護率、大学進学率等（北大生活実態調査） 
２ アイヌ民族の伝統文化 
  アイヌ文化振興法と文化振興施策（国、道、市町村、㈶推進機構） 
３ 最近の動向 
⑴ 先住民族の権利に関する国連宣言 
⑵ アイヌ民族を先住民族とすることを求める国会決議 
⑶ アイヌ政策のあり方に関する有識者懇談会の報告 
   国民の理解の促進、広義の文化に係る政策 
 
 
第３ 札幌市の施策 
 
１ 施策の体系 
  計画の目的、施策目標、推進施策 
２ 計画の目的 
アイヌ民族の誇りが尊重されるまちの実現 

３ 施策目標と推進施策 
⑴ 施策目標１：市民理解の促進 
 ア 推進施策１：伝統文化の啓発活動の推進 

 イ 推進施策２：教育等による市民理解の促進 

⑵ 施策目標２：伝統文化の保存・継承・振興 
  ア 推進施策１：アイヌ民族の歴史を尊重する施策の推進 
  イ 推進施策２：伝統文化活動の推進 
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 ⑶ 施策目標３：生活関連施策の推進 
ア 推進施策１：産業振興等の推進 

  イ 推進施策２：生活環境等の整備 
４ 計画期間 
５ 計画の推進・見直し 
  計画の推進・見直しについて、アイヌ民族と札幌市が協議・検討する機関を設置

する。 


